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2022年 活動構想
＜趣旨＞
活動開始から2年間、様々な方の想いと活動が織りなされきたが、
多様が故に進行が停滞した面もあることから、見えてきた活動課題に対し、変化していく年とする。

＜課題＞
１．活動によるもの
１-１．他のWGとの相互関係の向上が必要
１-２．実業務との両立における最適な活動

２．コンテキストのすれ違いによるもの
２-１．アウトプットの公表・発表（何を、誰が、どの粒度で、どこ向けに？）
２-２．AI設計アプローチとユースケースアプローチ

「コミュニケーション」「調査・ワイガヤ」「外部発信」の
3つの見直しを実施



21年 22年

2022年 活動構想

AIレベル定義
「そもそも」検討

純レベル定義

領域ごとの研究（人材のモデル化を継続）

お題
（HR,リスクなど）

＜調査・ワイガヤ＞
「機能」「利用技術」 ⇒WG間連携
「ISSUE」「実現Risk」 ⇒調査・小発表

＜コミュニケーション＞
月例で、小発表を繰り返す

フォーラムなどのマイル
ストンで、振り返り資

料で結合

発信物

＜外部発信＞
・サイトに掲載

・EXPOなどで公開



「レベル定義」活動について



21年活動⇒22年度活動
 ２０年度に骨子を作成した「AIレベル定義」を元に、プロジェクトマネジメントにおける活動毎のAI化レベル
を具体記述に落とし込み、Virtual EXPO（PMI Virtual Experience2021）にてグローバル向けに「AIレベル
定義」を発信するために、資料化を推進した。

 今年度は「アカデミック」「勉強したい個人」を意識して「AIレベル定義」の価値の伝え方を工夫していく。

AIレベル定義の必要性
複雑化したPJにおけるPMのリソースを有効に活用するには、AIなどの
支援が必要となってきているが、どの様なAIが必要か選択基準が必要



21年活動⇒22年度活動
 ２０年度に骨子を作成した「AIレベル定義」を元に、プロジェクトマネジメントにおける活動毎のAI化レベル
を具体記述に落とし込み、 Virtual EXPO（PMI Virtual Experience2021）にてグローバル向けに「AIレベル
定義」を発信するために、資料化を推進した。

 今年度は「アカデミック」「勉強したい個人」を意識して「AIレベル定義」の価値の伝え方を工夫していく。

活用場面や将来像の提起 経産省のAI-Readyガイドラインや自動運転の自動レベル定義
に類する活用をイメージ



21年活動⇒22年度活動
 ２０年度に骨子を作成した「AIレベル定義」を元に、プロジェクトマネジメントにおける活動毎のAI化レベル
を具体記述に落とし込み、 Virtual EXPO（PMI Virtual Experience2021）にてグローバル向けに「AIレベル
定義」を発信するために、資料化を推進した。

 今年度は「アカデミック」「勉強したい個人」を意識して「AIレベル定義」の価値の伝え方を工夫していく。

完成し「レベル定義」の一部



「領域ごとの研究」活動について



21年活動⇒22年度活動
 スマホ開発の体制を題材に、「業務機能」と、その「熟練レベル」に対し、「スキルを3段階に評価するAIに
するための特徴量の議論」してきた。

 今年度は、これを元に、人材育成に関するAIのイメージまとめをしてみる。

人材の育成ロジックと、体制アサインロジックの関連性分析

21年活動 22年活動



21年活動⇒22年度活動
 スマホ開発の体制を題材に、「業務機能」と、その「熟練レベル」に対し、「スキルを3段階に評価するAIに
するための特徴量の議論」してきた

 今年度は、これを元に、人材育成に関するAIのイメージまとめをしてみる

人をアサインする活動のAI化に向けたデザイン分析

次ページ



21年活動⇒22年度活動
 スマホ開発の体制を題材に、「業務機能」と、その「熟練レベル」に対し、「スキルを3段階に評価するAIに
するための特徴量の議論」してきた

 今年度は、これを元に、人材育成に関するAIのイメージまとめをしてみる

事例）要因スキルの特徴量を分析している思考フレーム検討

特徴量の見つけ方
についての議論を

実施



「お題」活動について



新活動
立ち上げ当初から、「プロジェクト業務機能の効率化」「メンバ活動の補強」の2つの視点から、AI4PMは検討を開始しており、
この具体局面を選定し、仮説としてのAI活用事例を対象に、必要となる「機能」「利用技術」と実現に対する「ISSUE」「Risk」
について、ワイガヤベースでキーワードを抽出・調査・対処検討を行い、まとめ上げる活動。

配下社員（数百人＆多様）のパフォーマンス（曖昧な情報）を
把握し、先手を打つ必要がある。（将来的には人財判断
も・・・）

単純だが人がやらざるを得ない業務（情報の収集と内容を
鑑みた加工）を「効率化」「低コスト化」もしくは「高品質化」
する

「業務機能の効率化」の視点 「メンバ活動の補強」の視点



新活動
立ち上げ当初から、「プロジェクト業務機能の効率化」「メンバ活動の補強」の2つの視点から、AI4PMは検討を開始しており、
この具体局面を選定し、仮説としてのAI活用事例を対象に、必要となる「機能」「利用技術」と実現に対する「ISSUE」「Risk」
について、ワイガヤベースでキーワードを抽出・調査・対処検討を行い、まとめ上げる活動。

選定お題「Risk抽出・モニタリングを支援するAI」「人材マネジメントを支援するAI」
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